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画特集病院図書室の利用者教育槻‘

医学図書館の利用者教育一現状と展望

Ｉ・利用者教育の考え方

図書館業務のなかで、利用者教育は最も手が

けにくい、あるいは図書館員が億劫になりがち

なものといえるかもしれません。成果が数字に

現われにくい、それでいて結構手間がかかる。

これが理由のひとつでしょうか。

「MEDLINEや医中誌を知らないまま大学を

出て医療現場にくる若い医師がいる｣。ある時

ある場所で聞いた病院図書室担当者の声です。

医師を非難しているのではありません。医学・

医療に携わる以上使いこなして当然のデータベ

ースに在学中接する機会を与えなかった大学、

あるいは彼らに検索法を教えなかった医学図書

館の姿勢を問うているのです。耳が痛い。ご承

知のように、昨今では研究の場のみならず、診

療現場でも文献情報が重要視されています。医

師を養成する大学が文献調査法を教えていない

とは！仮に大学や学部が認識しないのなら、

図書館がその必要性を訴える。それは日頃から

図書館が学生とどう向かい合っているかの証拠

ともなる気がします。利用者教育は医用情報教

育とイコールである。その観点から、今や医学

図書館は医学教育の一端を担う立場にあってお

かしくないといえるでしょう。

Ⅱ、情報教育の担い方

図書館報やホームページでの広報をはじめ方

つぼうちまさよし：愛知医科大学

医学傭報センター（図番館）
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法はさまざまですが!'、一般的なものとして、

レファレンス現場で利用者の要求に応じて行う

個別指導と、プログラム化された講義．実習型

の教育に大別しておきます。

人員、運用など様々な理由から利用者教育を

業務に位置付けることが難しい図書館は、個別

指導が精一杯でしょう。一方、業務のひとつと

して位置付け､独自に講習会などを開いたり､大

学のカリキュラムのなかで文献情報に関する講

義を担当している図書館があるのも確かです2１
３）

◎

どちらも重要ですが、業務として十分プログ

ラム化されているとはいえず個別指導がもっぱ

らであるが、幸いカリキュラムにおいて情報教

育に関わる機会を与えられている、つまりふた

つの担い方の中間にある大学図書館の実例とし

て愛知医科大学の現状を紹介します。なお、現

在利用者教育の中心となっているのは、ＣＤ‐

ROMやインターネットによる文献検索指導と

思われますので、ＭＥＤＬＩＮＥや医学中央雑誌

(以下、医中誌）などのデータベース利用指導

に焦点をあてていることをお断りします。

Ⅲ、レファレンスの現場から

本学ではＭＥＤＬＩＮＥ、CINAHL、医中誌ＣＤ‐

ＲＯＭが学内ネットワークで提供されており、

情報コンセントさえあれば学内どこからでも検

索できます。もちろんインターネットも同じ環

境で利用が可能ですから、PubMedやIGM（I､‐

temetGreatfulMed）も同様です。従って、図

書館設置の端末を利用する人は数が限られ、図



書館員は検索の実際をすべて把握しているわけ

ではありません。それでもレファレンスカウン

ターには時折｢教えてください」の声がかかる。

この場合、意外に多いのが、パソコンの基本操

作で戸惑っているケースです。これは学生、医

師、教員共通です。学生は取りも直さず、医師、

研究者だからといって誰もがパソコンに習熟し

ているとは限らない。ワープロはともかく、ブラ

ウザといわれても何のことやらわからないという人

もいるのです。パソコン必需品の時代なのだか

らそれは個人の問題、と片づけてよいでしょう

か。しかし、この件は不問ということにしてお

きましょう。

質問の次の段階。文献を表示させるにはどの

キーを押すのか、といった検索機能に関する具

体的な質問です。さすがにこの手の質問がもっ

とも多い。この機会に完壁に覚えてくれること

を願いつつ丁寧に教えます。このような時、本

来ならばデータベースの成り立ち、キーワード

の選び方、論理の立て方など基本的な検索の考

え方・戦略にまで突っ込んで指導するのが望ま

しい。根本的な事柄は長く記憶に残るものです

し、特に必要に迫られて聞いたことはなおさら

でしょう。ところが残念なことに、利用者が必

要に迫られている時は急いでいる時でもあるこ

とが多いのです。となればじっくり時間をかけ

るわけにもいかない。そこでどうしても、一度

は体系的な指導・教育が欠かせないと思わざる

を得ないのです。

Ⅳ、カリキュラムにおける情報教育

現在、医学部では従来の一方通行の講義以外

に、セミナー形式の授業が実施されています。

例えば、本学には小人数の学生を対象に行う基

礎科学､基礎医学､臨床医学各セミナーがあり、

そこでは教員の指導や助言のもとに学生が自ら

設定したテーマについて探求していきます。そ

の過程で情報を収集、選択する必要が生じ、自

ずとMEDLINEや医中誌に接していきます。ま

た、その他通常の講義や実習でもレポートが課

されることがありますが、その際文献検索が義

務づけられることが多いようです。こんなとき

は図書館の利用者端末が同じ文献を探す学生で

満員盛況となります。われわれがひたすら検索

指導に追われる一時です。

これらは文献検索が学習の過程で自ずと必要

になる場合ですが、ほかに文献検索を含む情報

教育そのものが目的の履修科目も組まれていま

す。それが「医用情報学」です。本学には医学

部と看護学部がありますが、どちらにも同様の

授業が用意されています（看護学部の科目名は

｢情報科学｣)。コンピュータを活用する基礎的

な能力を身につけることからはじまって、大学

の情報環境を利用しながら医学・医療・看護学

分野における応用法を学ぶ。このなかには医学

情報センター（図書館）の利用法も含まれてい

表１．愛知医科大学医学部平成12年度医用情報学授業計画
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年 学 則 時間 内容 期 時間 内容

1年 前期

４Ⅱ～９M
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

卯
帥
卯
卯
卯
帥
卯
卯
帥
卯
卯
帥
卯
卯
卯

ハードウェアの紹介
オペレーティングシステム

学内メールシステムその１

学内メールシステムその２

コンピュータによる文iI作成，作側
インターネット（Ｅメールそのｌ）

インターネット（E-メールその２）

インターネット（勉子掲示板,ｉｕ子公縦聯の体験）
I驚学怖報センター利川渋

腿学傭報とプレゼンテーション技術その１

インターネット（ＷＷＷ〉

インターネット（ＨTML人門）

インターネット（ホームページの作成）

インターネット（ホームベージ川画像作成）
医学用CAIシステムの紹介

定期試験

後川

l0jl～３ＩＩ
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

的
卯
帥
帥
卯
帥
卯
卯
卯
卯
卯
卯
卯
卯
卯

医学教育とコンピュータ(オンライン牧材の利〃I法）
医学研究とコンピュータ(ＭＥＤＬＩＮＥ、PubMed）

医学研究とコンピュータ（データベース検索）

医学研究とインターネット

医学梢報とプレゼンテーション技術その２

解剖学とコンピュータ・涯川画像処理

衣計･算ソフト（人i'１）

災ｉｉｉ･算ソフト（医川グラフの作成）

表計算ソフト（医川統計処理への応川そのｌ）
表計算ソフト（医用統計処理への応川その２）

SAS（傭報分析ソフトウェア）人I別Ｉ

SAS（怖報分析ソフトウェア）応用そのｌ

ＳＡＳ（怖報分析ソフトウェア）応川その２

医療とコンピュータ（遠隔医縦，在宅医擦支媛）
医縦とコンピュータ（痛院愉報システム）

定期試験



ますｏ

内容に多少の違いはあるものの、日本の医科

大学のほとんどがこの種の講義を必修としてい

ると聞きます。本学の場合、看護学部は必修で

すが、医学部は１年生の選択科目となっていま

す。ただし、１学年lOO人中履修登録学生はほ

ぼ１００％、単位取得学生は75％・関心とやる気

の高さがうかがえます。

表ｌに示したのが、医学部の平成12年度医用

情報学授業計画です。このなかで図書館利用と

直接関わっているのが、前期に行われる「医学

情報センター利用法」と後期に行われる「医学

教育とコンピュータ」「医学研究とコンピュー

タ」の２コマです。これらｌ時限90分４週の講

義および実習では、MEDLINE、医中誌、その

他のデータベース、さらに各種マルチメディア

教材の講義と演習が行われ、その後与えられた

テーマについて適当なデータベースから情報を

収集し、結果をプレゼンテーションソフトを利

用して発表するところまで行います。

このように様々なデータベースとその検索法

に在学中から触れておけば、医師・研究者とな

ってから文献収集の本格的な作業に抵抗なく取

りかかれるでしょう。情報の電子化が加速度的

に進む現在、この科目は例外なく必修にすべき

と思われます。

さて､ここでわれわれが注意を払いたいのは、

これらの講義・実習に図書館員がどれだけ関わ

っているかということです。同様の授業を図書

館員が担当している例は先に参考文献としてあ

げましたが、多くの大学ではまだそこまで至っ

ていないと思われます。理由の多くは、情報学

担当教員と図書館員とのあいだの意思疎通が欠

けている、あるいは単位認定において教員資格

を持たないものが講義を担当することに問題が

あるとの判断によります。本学では担当教員の

理解を得て「医学情報センター利用法」を図書

館員が担当します。ここでは文献検索のみなら

ず、図書館を利用する際に必要な知識すべてを

盛り込むので、特定の指導に多く時間を割くこ
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とはできません。１０年ほど前から本学看護専門

学校の２年生２クラスを対象に、５時限（ｌ時

限90分）ずつ文献検索の講義と図書館での実習

を図書館員が行っていますので経験は積んでい

るのですが。

それでも、医学部の正規カリキュラムのなか

で、図書館利用について指導・教育する機会を

与えられたのは大きな進歩に違いありません。

（※投稿後、「医学研究とコンピュータ」２コ

マも図書館員が担当することになりました｡）

Ｖ、今後のあり方一大学と病院の協力関係にお

いて

ここまで述べてきて、今後の利用者教育のあ

り方について方向が自ずと見えてきたように思

います。

現場での個別指導がもっともダイレクトであ

るのはいうまでもありません。しかしこれは自

ら求める人が対象です。方法はともかく何を利

用すればよいかはわかっているわけですから、

ある程度の認識は備わっています。一方、困っ

たとき図書館が頭に浮かばない人がいるとした

ら、こちらから前もってインプットしておかな

くてはなりません。広報をとおして要望を把握

し、利用者教育を展開する。その際、学生に対

しては、図書館独自の講習会のみならず、意識

付けのうえで利用者教育をカリキュラムに組み

込むのがもっとも有効と思います。そして図書

館員が講師となる。専門職としてこれがあるべ

き姿でしょう。教員や教務部の理解と協力を得

ることが必要です。もちろん、講師を務めるた

めに知識や技術（プレゼンテーション技法も含

めて）を磨かなくてはならないのはいうまでも

ありません。

病院図書室は、診療支援に重点が置かれてい

ます。業務には迅速さが要求され、極めて多忙

と推察します。利用者教育に時間を割くのは容

易ではないでしょう。組織を介して、あるいは

単独でも、協力関係を築くうえで大学図書館は

病院図普室をどのように支援できるかと模索が



日本医学図書館協会

文部省（予定）

｢医学図書館での仕事にすぐに役立つ基

礎知識一初心者とベテランのリフレッシ

ュのために－」

2000年８月23日（水）～８月25日（金）

埼玉県立大学研究研修センター

研修ホール
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続けられています｡相互貸借や研修会以外にも、

目立たない地道な支援があるはずです。情報へ

のアクセスの仕方、図書・雑誌の知識、書誌事

項の読み方等々、学生あるいは研修医に対して

図書館利用の基本をみっちり訓練すれば、それ

が引いては病院図書室の仕事によいかたちで反

映されるでしょう。

地味だけれども重要な支援、それが利用者教

育であると考えています。

期
会

第７回医学図書館員基礎研修会のお知らせ
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テ
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第２日８月24日（木）

９：３０～１０：００受付

講義５：雑誌１（雑誌業務の流れ）

講師：長谷川豊祐氏（鶴歯）

講義６：雑誌２（外国雑誌の価格問題）

講師：長谷川豊祐氏（鶴歯）

講義７：雑誌３（電子雑誌とリンク）

講師：長谷川豊祐氏（鶴歯）

討論２：日常業務での疑問点について解決策を考

える（雑誌）

講義８：医学図書館の常識用語

諦師：有田正子氏（杏林）

１５：２０～１６：５０見学：埼玉県立大学図書館

間
場

第１日８月23日（水）

９：３０～１０：００受付

開会式・ガイダンス・参加者自己紹介

講義ｌ：医学図書館とＪＭＬＡ

講師：殿崎正明氏（日医）

講義２：図書１（図書の収集・受入、蔵書構築）

講師：押田い<子氏（東邦）

講義３：図書２（書誌データを利用した分類・目

録作業）

講師：井口史子氏（帝京）

討論ｌ：日常業務での疑問点について解決策を考

える（図書）

講義４：図書の補修

講師：遠藤武夫氏

（ナカバヤシ株式会社兵庫工場長）

講演１：「基礎医学研究者から図書館に期待する

もの」

講 師：林盛昭氏

（埼玉県立大学保健医療福祉学部教授）

１８：００～懇親会

第３日８月25日（金）

９：３０～１０：００受付

講義９：参考業務

講師：阿部信一氏（慈恵）

講義１０：インターネット

講師：奥出麻里氏（川鉄）

講義１１：相互貸借

講師：小川弓子氏（帝京）

講演２：「自己研錨の方法と専門性の磨き方」

諦師：川村敬一氏（濁協）

１４：１０～１５：００まとめ・アンケート記入

修了証書授与・閉会式

－２０－
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